
     

　
町
で
は
、
平
成
１５
年
７
月
に
市
町
村
合

併
を
考
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
以

来
、
合
併
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
、
慎
重

に
熟
慮
を
重
ね
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
た
び
の
上
尾
・

桶
川
・
伊
奈
の
２
市
１
町
に
よ
る
合
併
協

議
準
備
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
伊
奈
町
と

し
て
主
張
す
べ
き
と
こ
ろ
は
主
張
し
、
ま

た
、
２
市
の
立
場
も
尊
重
し
て
合
意
に
向

け
て
誠
実
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
合
意
に
至
ら
ず
準
備

会
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
２
市
１
町
の

合
併
問
題
は
、
白
紙
の
状
態
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
今
日
の
日
常

生
活
圏
の
拡
大
や
地
方
分
権
、
ま
た
行
財

政
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
の
効
果
等
を
考

え
ま
す
と
、
合
併
問
題
は
引
き
続
き
町
の

重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会

の
意
向
や
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
十
分
伺

い
な
が
ら
、
町
の
将
来
の
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
結
び
つ
く
こ
と
を
第
一
に
、

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
合
併
問
題
は
、
何
よ
り
も
住
民
の
理

解
と
納
得
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、

合
併
に
関
す
る
情
報
は
具
体
的
に
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

     

　
上
尾
市
、
桶
川
市
、
伊
奈
町
で
は
、
法

定
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
前
段
と
し

て
２
市
１
町
に
よ
る
合
併
協
議
に
つ
い
て

基
本
的
事
項
を
協
議
・
調
整
す
る
「
上
尾

市
・
桶
川
市
・
伊
奈
町
合
併
協
議
準
備
会
」

を
町
長
、
助
役
、
正
副
議
長
、
議
会
の
合

併
推
進
協
議
会
会
長
等
が
委
員
と
な
り
平

成
１６
年
４
月
２２
日
に
発
足
さ
せ
第
１
回
準

備
会
を
開
催
し
協
議
調
整
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

　
し
か
し
、
去
る
５
月
２９
日
の
第
３
回
上

尾
市
、
桶
川
市
、
伊
奈
町
合
併
協
議
準
備

会
に
お
い
て
、
５
月
２２
日
に
行
っ
た
第
２

回
準
備
会
で
合
意
が
図
れ
な
か
っ
た
「
合

併
の
方
式
」「
新
市
名
」「
市
役
所
の
位
置
」

等
を
持
ち
帰
り
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
合
併
の
方
式
」
で
合
意

が
得
ら
れ
ず
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
合
併
の
方
式
」
は
上
尾
市
が
「
編
入

合
併
」
を
希
望
し
た
の
に
対
し
桶
川
市
が

「
新
設
合
併
」
を
、
伊
奈
町
は
「
基
本
的

に
は
新
設
合
併
を
希
望
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
各
市
町
と
も
歴
史
的
な
背
景
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
『
対
等
な
精
神
』
の
理
念
に
基
づ

い
た
編
入
合
併
も
一
考
に
値
す
る
。」
と
回

答
し
ま
し
た
。 

上尾市・桶川市・伊奈町�

問 

内 

　
　
企
画
調
整
課 

　
　
政
策
企
画
担
当
　 

２
２
６
１ 

合
併
方
式�

　
合
意
に
至
ら
ず�

町
民
の
皆
様
へ�

　
　 

伊
奈
町
長
　
野
川
和
好 

平成１５年 ７月　市町村合併を考えるアンケート調査を実施 

 　　　・１８歳以上の３，５００人に実施 

 ８月　桶川市から合併協議の申し入れについての依頼文を収受 

 ９月　合併に関する事務的協議の協議書を上尾市長に送達 

　　　　１０月　広報いな１０月号にアンケート結果を掲載 

 　　　・回答率５１．３％ 

 　　　・合併特例法の法定期限内（Ｈ１７．３．３１） 

 　　　　を希望する方６２．７％ 

 　　　・合併の枠組みとして上尾市を希望する方３０．９％ 

 　　　　上尾市と桶川市を希望する方２５．０％ 

平成１６年 ２月　伊奈町から桶川市および桶川市議会へ合併協議の 

 　　　申し入れについての回答文を送達 

 ３月　伊奈町議会から桶川市および桶川市議会へ合併協 

 　　　議の申し入れについての回答文を送達 

 　　　桶川市および桶川市議会から合併協議準備会の設 

 　　　置についての回答文を収受 

 　　　合併問題意見交換会を開催 

 ４月　伊奈町から上尾市へ早期の合併協議準備会設置の 

 　　　申し入れについての要望書を送達 

 　　　上尾市、桶川市、伊奈町２市１町トップ会談を開催 

 　　　第１回上尾市、桶川市、伊奈町合併協議準備会を開催 

 ５月　第２回上尾市、桶川市、伊奈町合併協議準備会を開催 

 　　　第３回上尾市、桶川市、伊奈町合併協議準備会を開催 

これまでの経緯�これまでの経緯�
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洋
画
の
部（
１
’
７
９
０
点
出
品
） 

鈴
木
國
男
（
北
本
）
夏
の
日
に 

逸
見
次
郎
（
大
針
）
浅
春
武
甲 

真
玉
光
郎
（
大
針
）
箱
男
「
あ
の

日
の
丸
の
柄
は
、
ぼ
く
の
耳
に
突

き
刺
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」 

工
芸
の
部
（
４
７
５
点
出
品
） 

大
野
秀
雄
（
南
本
）
青
瓷
片
衝
壺 

岡
村
榮
一
（
丸
山
）
灰
釉
抜
文
鉢 

田
中
義
夫
（
羽
貫
）
タ
モ
拭
漆
盛

器 書
の
部
（
７
５
９
点
出
品
） 

坂
井
　
薫
（
小
針
内
宿
）
青
草 

中
村
沙
香
（
羽
貫
）
良
寛
詩 

山
田
螢
抱
（
羽
貫
）
二
字
句
（
老

子
） 

写
真
の
部（
１
’
４
２
９
点
出
品
） 

内
村
和
彦
（
下
郷
）
冬
沼
の
華 

小
島
文
夫
（
丸
山
）
帰
り
の
刻 

　
玉
道
子
（
大
針
）
雨
の
日
の
午

後 小
島
　
豊
（
栄
南
）
い
つ
も
の
朝 

下
田
　
昇
（
小
貝
戸
）
た
わ
む
れ 

前
田
　
稔
（
綾
瀬
東
）
追
憶 

峰
岸
征
治
（
小
貝
戸
）
川
霧
幻
想 

 

●
伊
奈
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
＝
印
鑑
登
録
申
請
時

の
本
人
確
認
を
よ
り
厳
正
に
行
う

た
め
、規
定
を
改
め
る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
地
方

税
法
の
改
正
に
よ
り
、
土
地
・
建

物
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
１
０

０
万
円
の
特
別
控
除
を
平
成
１７
年

度
分
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。 

●
伊
奈
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責

任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

令
の
改
正
に
よ
り
、
退
職
報
償
金

の
額
を
一
律
２
’
０
０
０
円
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。 

●
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
＝
県
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
に
お
け
る
公
共
下
水
道
事

業
に
係
る
平
成
１６
年
度
業
務
委
託

契
約
５
８
’
０
０
０
千
円
を
埼
玉

県
と
締
結
す
る
も
の
で
す
。 

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
＝

大
針
字
細
田
山
３
３
８
番
３１
地
先

か
ら
大
針
字
中
田
１
６
３
８
番
１３

地
先
ま
で
を
新
た
に
町
道
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。 

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
＝ 

議
会
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
平

田
義
雄
氏
選
任
す
る
案
を
提
出
し

同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

●
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
＝
松
井

雅
雄
助
役
の
退
任
に
伴
い
、
新
し

く
助
役
に
細
田
藤
夫
氏
を
選
任
す

る
案
を
提
出
し
、
同
意
さ
れ
ま
し

た
。 

　
平
成
１６
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
８
日
に
開
会
し
、
正
・

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
鈴
木
明
氏
、
副
議
長
に
永
沼

時
子
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。 

　
本
会
は
、
町
長
提
出
議
案
９
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願

１
件
を
採
択
し
、
６
月
２２
日
閉
会
し
ま
し
た
。 

命はとても大切だ      
人間が生きるための電池みたいだ 
でも電池はいつか切れる 
命もいつかはなくなる 
電池はすぐにとりかえられるけど 
命はそう簡単にはとりかえられな
い 
何年も何年も月日がたってやっと 
神様から与えられるものだ 
命がないと人間は生きられない 
でも「命なんかいらない。」 
と言って 
命をむだにする人もいる 
まだたくさん命がつかえるのに 
そんな人を見ると悲しくなる 
命は休むことなく働いているのに 
だから私は命が疲れたと言うまで 
せいいっぱい生きよう 
 
　この詩の作者、宮越由貴奈さん
は５歳のとき、神経芽細胞種と診
断され１１歳で亡くなりました。 
　後日、お母さんのいわれるには、
院内学級で受けた理科授業「乾電
池の実験」の直後に作られたとい
うことです。 
 
かけがえのない命…。命の尊さ、
大切さについて家族みんなで、話
し合ってみましょう。 
 
　　　  人権教育啓発資料 

６
月
定
例
議
会

６
月
定
例
議
会�

６
月
定
例
議
会

６
月
定
例
議
会�

６
月
定
例
議
会�

主
な
町
長
提
出
議
案�

　５月１２日から６月３日まで、
県立近代美術館で開催された第
５４回埼玉県美術展覧会（出品総
数４，８７６点）で、町から次の方
が入選されました。 
　　　　　　　　　〈敬称略〉 

　
鈴
木
明
氏
（
６２
歳
）
は
町
議

当
選
４
回
、
副
議
長
、
企
画
総

務
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
永
沼
時
子
氏
（
５９
歳
）
は
町

議
当
選
３
回
、
建
設
産
業
常
任

委
員
会
委
員
長
、
企
画
総
務
常

任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鈴
木
明
議
長 

永
沼
時
子
副
議
長 

にじいろぱれっと�
第２集�

―命―�
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